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表記討論会は，2023 年 5月 20日（土）～21日（日），

富山大学五福キャンパスにて開催された．新型コロナウ

イルス感染症蔓
まん

延
えん

のため，第 68 年会（千葉大学，

2019 年 9月開催）以降 2年間以上「遠隔」での学会開

催となっていたが，第 82回分析化学討論会（茨城大学，

2022 年 5月開催）の実行委員会の皆様のご尽力によっ

て初めて新型コロナ禍中での「対面」開催が実現し，第

71 年会（岡山大学，2022 年 9 月開催）に引き続き第

83 回討論会も「対面」で開催することができた．もし

新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言が発出さ

れれば「遠隔」開催に切り替えなければならないという

「リスク」があることは承知していたが，そのような環

境の中で会場としての利用を快諾していただいた富山大

学関係各位，富山コンベンションビューローのご支援，

展示会等出展企業のご協力，実行委員の皆様の奮闘，そ

してご講演，ご参加いただいた皆様の熱意等々により無

事開催されたことを何よりも喜んでいる．幸いなこと

に，討論会開催直前の 5月 8日に，新型コロナウイル

スが第 5類の感染症とみなされたことにより，新型コ

ロナ禍以前とほぼ同様な形式での討論会の開催となっ

た．

第 83回分析化学討論会を中部支部で開催することは

以前から決まっていたが，富山大学で開催する運びに

なったのは 2022 年 1 月上旬のことである．開催地の

決定が遅れたのは，地方大学の分析化学系の教員数が減

少を続けており，全国規模の討論会を開催することがマ

ンパワー的に難しいというのが大きな理由であったが，

最終的に，富山大学での討論会開催をお引き受けした．

コロナ禍中ということもあり，当初は開催できるか大き

な不安を抱えていたものの，中部支部，特に北陸地区の

多くの方々に実行委員を引き受けていただき，数回の富

山及び北陸地区の実行委員コアメンバーでの遠隔の会議

を経て，2022 年 7 月の第 1回実行委員会開催に至り，

富山での討論会開催準備が本格的に始まった．しかし，

準備開始が遅れたこともあり，講演分類の見直しや富山

開催の特色を出すプログラム編成等十分な検討が行えな

かったことが悔やまれる．

本討論会では，参加登録・講演及び懇親会申込を，す

べて討論会HPを通じてオンラインで行うアトラス社の
confitシステムを利用した．これは水戸での第 82 回討
論会から導入され，岡山の第 71回年会を経て本討論会

での利用に至ったものであり，基本的には前討論会・年

会の様式を上書きして準備を行うことができた．ただ，

アトラス社からHP開設に関するデータを受け取ったの
が，参加登録開始 3週間前であり時間的余裕がほとん

どないという状況であったので，次回以降はもう数週間

早く準備に取りかかれたらよいと思う．討論会HPでの
参加登録が始まると，会員種別や講演種別の選択項目の

不備等で多くのお問い合わせをいただいた．これらの問

題は confitの設定に起因するものであったが，残念なが
ら中部支部の実行委員には confit経験者がおらず，昨年
度発足した本部 confit小委員会の津越様（産総研）と平
山先生（東邦大）には大変お世話になった．またプログ

ラム編成に関しても，前回討論会の講演分類を踏襲した

こともあり，confit小委員会の全面的なご協力をいただ
いた．

今回の討論会は，「対面」での開催を予定して準備を

進めたが，新型コロナ感染症蔓延状況によっては一部

「遠隔」での開催も視野に入れざるを得ず，また「対面」

開催の場合でも会場に出向くことができない参加者の利
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富山大学五福キャンパス正門 口頭発表会場
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便性の向上を図るために，すべての口頭発表会場で「ス

トリーミング配信」を行った．「ストリーミング配信」

を行うにあたって，配信用 PCの確保が問題となったが，
幸いなことに富山大学総合情報基盤センターで口頭発表

会場用 PCをお借りすることができた．また「対面」で
の開催にあたり，前回討論会と同様，講演プログラム集

と「展望とトピックス」を合本として参加者に配布し

た．講演プログラムは討論会 HPから閲覧できるもの
の，紙ベースでプログラムを確認でき，「展望とトピッ

クス」の興味深い内容の講演が容易に目に留まるので，

これからの年会・討論会でも合本冊子を作成していただ

ければと思う．また，富山大学は Eduroamに参加して
おり，更にゲスト用Wi-Fi アカウントを 300 件用意し
たが，大学のWi-Fiセキュリティーの問題で接続でき
ない例が多々見られた．講演要旨は討論会HPでしか閲
覧できないので，学会会場のWi-Fiネットワークの確
保と確認は重要だと思われる．

討論会においては例年企画されている討論主題の講演

のほか，通常の口頭発表，ポスター発表（一般及び若

手），産業界 R&Dポスター発表，テクノレビュー講演
が行われた．また，討論会第 1日目に「ものつくり交

流会 2023 in中部」が討論会会場である富山大学五福
キャンパスで開催された．ものつくり交流会では講演と

ともに企画展示が行われ，地域に根差した企業等を交え

た交流がなされた．それぞれの内容等については，次項

に示すとおりである．

以上，コロナ禍中での討論会準備となり，実行委員会

としても参加人数，講演件数がどのくらいになるか読め

ない状況であったが，結果としてコロナ禍以前の討論会

とほぼ同数の参加登録をいただいた．詳細は以下の通り

である．

参加者数 648 名〔正会員：360，学生会員：186 名，

維持会員：26，公益会員：6，名誉会員：8，永年会員：

4，非会員（一般）：46，非会員（学生）：3，依頼講演

（非会員）等による参加：6，テクノレビュー講演：3〕，

また講演件数は 404 件〔口頭発表（依頼：22，一般：

170），ポスター発表（若手：128，一般：68），テクノ

レビュー（口頭：2，ポスター：3），産業界 R&D（ポ
スター：11）〕であった．

1　討論主題

本討論会においては，5件の討論主題を設けた．それ

ぞれの主題の内容と開催状況について以下に記す．

1） 生命を観る・測るバイオ分析の最前線［オーガナイ
ザー：小澤岳昌（東京大学）］

バイオ分析技術は基礎生命科学研究にとどまらず，医

学，農学，工学，薬学など，広い分野で活用され大きな

発展を遂げてきた．たとえば，電気化学分析や蛍光イ

メージング技術の普及は，生命の理解を飛躍的に深化さ

せる原動力となった．また近年の生体分子イメージング

技術は，コンピュータ科学者，物理学者，生物学者，そ

して分析科学者の知性と叡智が集結した高度な技術体系

からなる．現在は，生命を分子の視点から観る・測るこ

とそのものが研究の対象となり，多くの科学者がその原

理探求と技術展開に魅了されている．本討論主題では，

生体分子を生きた細胞内で観る革新的な技術と，独創的

なアプローチで生体分子を定量する技術に焦点をあて，

この分野を牽
けん

引
いん

する若手研究者に話題を提供していただ

いた．最先端の成果に加え，現状の課題や今後の展望に

ついて討論された．

5件の依頼講演と 1件の一般講演があり，単一細胞診

断とその再生医療への適用を目指したマイクロ流路技術

を用いた細胞分離法，ウイルス 1粒子を分析できるマ

イクロチャンバーアレイ法によるウイルス集団の不均一

性の評価，単一細胞を自動回収するナノピペット技術の

開発という，単一細胞・単一ウイルス分析の最前線技術

の講演があった．また，ラマン散乱を用いた細胞の薬物

応答分析や標的酵素反応を可視化する機能性ラマンプ

ローブの創製といった生命を観る・測るバイオ分析の最

前線が紹介された．

2） “Next Gen”化学センシング　～次世代化学センシ
ングの方法論・デバイス開発の最前線～［オーガナ

イザー：久本秀明（大阪公立大学）］

IoT，5G等，情報社会の進化とともにセンサーの重
要性が増してきている．今やスマートホン・アプリを活

用したシステム構築は医療・環境のみならず，あらゆる

分野で必須となってきている．しかしながら現実世界と

の接点の役割を果たすセンサーは現在温度センサー，

ジャイロセンサー，脈拍センサー等の物理センサーがメ

インであり，化学物質の信号を得る化学センサーは今後

さらに重要性を増してくると思われる．本討論主題では

理学・工学・農学分野から次世代を担う若手研究者に焦

点を当て，化学センシングへの展開について話題提供し

ていただいた．今後の化学センサー・化学センシングの

新原理開発やデバイス応用の展開について議論された．

3件の依頼講演と 1件の一般講演があり，直接的に電

極と電子移動できる，メディエーターが不要の直接電子

移動（DET）型酵素の開発とテーラーメードな第三世

若手ポスター・展示会会場
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代型バイオセンサに向けた応用展開，金属錯体をプロー

ブとする光音響（PA）イメージングの展開と新規ラン
タノイド分離技術の確立，分子の自己集合を活用した分

子認識情報を欠損させずに最小化したケモセンサーアレ

イの設計と構築といった，最新の化学センシングの展開

についての講演があった．

3） 流れ分析法の新展開と社会への貢献［オーガナイ
ザー：鈴木保任（金沢工業大学）］

連続流れ分析法（continuous flow analysis）やフローイ
ンジェクション分析法（flow-injection analysis）をはじ
め，種々の流れ分析法が著しい発展を遂げ，様々な分野

への応用が広がっている．流れ分析法は操作の簡便さ，

精度の高さから研究のみならず分析の現場でも広く用い

られている．本主題討論では，流れ分析法のさらなる発

展を図ることを目的とし，広く関連する研究について討

論された．また，装置メーカーや分析実務の現場の方か

らの関連技術の開発及び分析の現状や，今後の展望など

の報告がなされた．

産業界からの講演 2件を含む 4件の依頼講演と 2件

の一般講演があり，JIS化・公定法化を指向した排水・
環境水中の環境指標物質・飲料水中の微量金属イオンの

流れ分析の研究成果の紹介や，揮発性有機化合物の針型

濃縮デバイス及び固相抽出型デバイスによる捕集濃縮法

の紹介があった．また産業界からは BODと動植物油脂
を 1操作で測定するパックテストの紹介，シリンジフィ

ルターによる分離濃縮に基づく高感度比色分析キットの

開発，スマートフォンを用いた数値化ツールの紹介や，

現場での 24時間連続無人測定を可能とする装置の開発

について紹介があった．

4） より迅速で，より簡便な分析化学を目指して［オー
ガナイザー：菅原一晴（前橋工科大学）］

ここ数年，臨床分野での簡易試験（point of care test-
ing, POCT）が注目されている．特に，コロナ禍での
POCTの普及は目覚ましい．さらに，生産ラインや環
境保全に関しても現場での測定を可能とする手法のニー

ズも増加している．一方，既存の測定原理や方法に対し

て新しいコンセプトを取り入れることで，測定プロトコ

ルを改善し，優れた取り組みに発展させる研究が重要視

されている．このような背景から，本主題討論では，迅

速性，簡便性，そして新たな切り口をもつ分析化学的研

究について討論がなされた．

4件の依頼講演と 4件の一般講演があり，デジタル画

像に保存された色彩情報を用いて分光スペクトルを再現

する手法の確立と微小空間計測への応用展開，分散微粒

子固相抽出の呈色を利用した新しい簡易分析の方法論の

開発，気液界面を用いる水系反応・分離工学の開拓，エ

クソソーム膜移植法による迅速かつ簡便な脂質二分子セ

ンサー膜への膜タンパク質包埋技術の確立といった，新

しいコンセプトを取り入れた迅速・簡便な分析化学的研

究の紹介があった．

5） 未来の「食」と「薬」を創る分析化学［オーガナイザー：
椎木弘（大阪公立大学），冨永昌人（佐賀大学）］

富山県は，農水産業が盛んであり，良質米として評価

の高いコシヒカリをはじめ，新品種「富富富」の開発な

ど農業に力を入れている．加えて，極めて豊かな漁場の

富山湾を有している．また，「くすりの富山」としても

広く知られている．そこで，製薬と農水産業の盛んな富

山にちなんだ，「食」と「薬」に関する討論主題が提案

され，「食」あるいは「薬」にかかわる電気分析，セン

シング，分離分析やイメージング等についての講演があ

り，未来の「食」と「薬」を創るための分析化学につい

ての討論がなされた．

6件の依頼講演と 4件の一般講演があり，地域特産の

「食」を通じた持続可能な地域づくりへの挑戦，近赤外

分光法/多変量解析を用いた食品・農産物の迅速分析の
展開，マイクロエマルジョンを用いた液液固 3相界面

の制御による抗酸化物質の電気化学計測，最先端半導体

集積回路設計技術と分析化学の融合による単独自立作動

可能な血糖モニタリングコンタクトレンズの開発の講演

があった．また，開催校である富山大学教員による医薬

品評価に向けた二次元表面プラズモン共鳴法によるバイ

オセンシングやリン脂質ベシクル膜対称性の人工制御と

評価に関する講演があり，「薬」と分析化学のかかわり

の展開について議論された．

2　口頭発表（一般講演）

一般講演では，36 設定した講演分類に対し 26 分類

158 件の口頭発表と 2件の口頭でのテクノレビュー講

演があった．口頭発表会場として，討論会初日（20日）

に 7会場，二日目（21日）に 5会場，いずれも 200～

350 名収容の教養教育講義室を設定した．各会場では，

会場責任者としての実行委員 1名と討論会支援学生諸

氏 3名の体制で運営を行ったが，講義に通常使用して

いる教室でもあり，マイク・プロジェクター等のトラブ

ルはなく，おおむね円滑に各講演と質疑応答が行われ

た．従前は複数の講演者の PCをディスプレイ切替え器
に接続するために接続時間を設けていたが，講義室 AV
機器の性能向上により切替え器も接続時間も不要となっ

ている．また，すべての口頭発表会場で YouTubeライ
ブによるストリーミング配信を行い，各会場 40～50名

程度の接続があった．

討論会 2日目午後 C会場 X線分析・電子分光分析・
量子ビーム分析のセッションでは，本学会中国四国支部

長も務められた早川慎二郎先生（広島大学）がご講演の

予定であったが，大変残念なことに本討論会直前に急逝

された．心からご冥福をお祈りする．当セッションで

は，早川先生ゆかりの 3名の先生による追悼講演を行

い，同先生の功績を振り返った．
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3　 ポスター発表（若手，一般，産業界 R&D紹介，
テクノレビュー）

ポスター発表は，若手ポスターが 20日午前・午後計

3セッションの入れ替え制で，12 件の産業界 R&D紹
介ポスターが 20 日午後，一般ポスター及びテクノレ

ビューポスターが 21日午前・午後に富山大学学生会館

のラウンジ及びホールの 2会場で行われた．ポスター

間隔を例年より多くとり，換気にも配慮した．各ポス

ターでは整然と，かつ熱心な議論が行われている様子を

見て取ることができた．なお，若手ポスターについて

は，中部支部若手世話人を主体とし支部の若手会より選

出された約 30名の審査員により研究の質・発表技術等，

事前に審査要領で定めた基準により採点が行われた．厳

正な審査の結果，発表件数の 1割強となる 13名の方に

実行委員長名にて若手ポスター賞を授与した．

4　ものつくり技術交流会

分析イノベーション交流会により主催された表記交流

会はここ数年，年会・討論会と併催で行われている．今

回は「ものつくり技術交流会 2023 in 中部～分析に役立
つ基礎技術～」と題され，中部地区の企業と，分析や分

析化学に従事する産学の研究者・技術者との間での共同

研究の推進を目的とした交流イベントとして討論会初日

に開催された．富山大学教員による「材料の機能発現は

水構造から見えるのか？」，産学連携を展開する企業人

による「大学等の知識・技術の社会実装」の 2件のレ

クチャーの後，富山・石川・長野地区の産学 7件の展

示交流会が対面で行われた．

5　付設展示会・ランチョンセミナー

分析・計測機器関連メーカー・販売店，分析技術提供

会社，関連出版社と討論会参加者の相互交流・情報交換

の場として，ポスター発表と同一の会場にて機器展示会

を開催し，24 社の展示をいただいた．展示会場では，

ポスター発表会場と同時会場であることもあり，数多く

の討論会参加者がブースで足を止め，談笑する姿が見受

けられた．また，3社によるランチョンセミナーが開催

され，すべてのランチ券が短時間で配布終了するほど盛

況であった．

6　懇親会

討論会初日（5月 20 日）18時半より ANAクラウン
プラザホテル富山にて懇親会が開催された．コロナ禍の

状況が読めず，出席者全員が丸テーブルを囲む着席形式

と従前の懇親会で行ってきた立食形式の両案で懇親会の

準備を行ったが，幸いなことに 5月初旬に新型コロナ

が 5類感染症とみなされたことを受け，立食形式で開

催する運びとなり，187 名の方に参加いただいた．

懇親会では冒頭，越中八尾おわら保存会による「おわ

ら踊り」が披露され，富山の伝統芸能を満喫して頂いた

後，実行委員長による開会の辞，山本筆頭副会長の挨

拶，本討論会の後援である富山大学の會澤副学長に来賓

のご祝辞を賜った．江坂中部支部長（岐阜薬科大学）の

挨拶と乾杯の発声の後，歓談が始まった．立食形式であ

るため，参加者の方々は自由に移動し，久しぶりの再会

を歓び，交流されていたように思う．また，実行委員の

一部の強い希望により，「富山の地酒コーナー」を設け，

参加者の方々に楽しんで頂いた．会の終盤には次回年会

と来年の討論会の実行委員長である戸田先生（熊本大

学）と前田先生（京都工芸繊維大学）より年会・討論会

のご案内があった．最後，倉光副実行委員長（富山大

学）の挨拶により閉会が告げられた．

2022年1月上旬に実行委員長をお引き受けした際は，

コロナ禍ということもあり討論会を開催できるか大きな

不安を抱えていたが，ある程度成功裏に開催できたこと

に正直安堵している．討論会を成立させることは当然な

がら私一人でできることではなく，実行委員中でもコア

メンバー諸氏の献身的な活動，大谷先生先生はじめ諸先

生方のご助言，アトラス社及び confit小委員会の強力な
ご支援，ご講演，ご参加の皆様のご協力，どれが欠けて

も成立しなかったと思う．改めて各位に御礼を申し上げ

る．また，本討論会に不備の点，問題点も多々あったと

は思われるが，ご容赦いただければ幸いである．本討論

会で至らなかった点を次回以降に引き継ぐことで，さら

に発展した年会・討論会になることを期待したい．

〔富山大学学術研究部工学系　遠田 浩司〕

懇親会ものつくり技術交流会
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談 話 室
■

大学での学びに繋げる米国の高校教育

2011 年，夫の米国赴任に伴い私は会社を退職し，当時高校

一年生の娘と共に渡米した．娘は地元の高校に通い，3年後無

事に卒業することができた．その時に親の立場から垣間見た米

国の高校教育についてこの場をお借りして紹介しようと思う．

赴任先はカリフォルニア州サニーベール，いわゆるシリコン

バレーであり，教育に熱心な親が多いためか全米約 1400 校の

うち TOP100 に入る高校がいくつもある地域である．カリ

フォルニア州は 12年間が義務教育で，その割り振りは小学校

5年，中学校 3年，高校 4年である．高校も義務教育のため

入試は無く無償であるが，学区内に居住することが入学の条件

であることから成績のいい学校の周辺は家を借りることが難し

い．当時英検 3級合格がやっとの娘のことを考えて，TOP100

の中でも日本人がわりと多く在籍（国籍別生徒数や全米共通テ

ストの平均点がネット上で検索できる）している高校を選んで

不動産屋に借家探しを依頼した．ようやく見つかった家で繰り

広げたインド人オーナーとのバトルについてはまたの機会にし

て，以下，当時のカリフォルニア州の高校教育システムにおけ

る大学入学に向けた取り組みについて感心した点をいくつか示

す．

・高校の 4年間は大学 4年間のための試行期間

高校は 4年制で，カリキュラムは大学の 4年間を模擬でき

るようにしているそうである．学年の呼び名も 1 年生が

Freshman，2 年生が Sophomore，3 年生が Junior，4 年生が

Seniorと 4年制大学と同じである．担任制ではなく，各自にカ

ウンセラーが割り当てられ，その人と高校 4年間の単位取得

計画を相談しながら授業を選択していく．つまり，卒業後はど

のようにしたいかを 14，5歳の時に考え，高校 4年間をどう

過ごすかをある程度自分でマネージメントするのである．この

練習が大学に入るとすぐに活かされる．大学教授のレイオフに

より授業数が減り，米国の学生でも単位取得には苦労するそう

だが年間 300 万円近い学費を考えるとなんとしても 4年で卒

業したい．そのため，入学直後から履修届提出競争は熾烈で，

高校時代に単位取得の経験をしておくのは有用なのである．在

米中に日本人大学生の留学の世話をしている人と話をする機会

があったが，入寮時も履修届も日本のペースでやっていると部

屋での自分の居場所はベッド一つ分だけとなり，留学中に必要

な単位数も取得できないことになる．そこは何としてもこの単

位が必要であることを教授に主張して講座に入れてもらえるよ

うにとのアドバイスを与え，無事に帰国できたようだが，高校

の時から自分が履修すべき科目を自分で選んでいる彼らと日本

人留学生がいきなり対等に勝負するのは難しいであろう．

ちなみに自己主張における娘の最初の試練は，高校の何年生

に編入されるかであった．もし Freshmanに編入された場合，

帰国して日本の大学を受験する際は 2浪しているのと同じこ

とになってしまう．そこで日本の中高一貫校で受けた授業の内

容を学校側に英語の書面で用意してもらい，それを持って居住

地区の教育委員会に掛け合った．結果，Freshmanの単位は日

本で取得していると認められて Sophomoreに編入されること

となった．自分のことは自分で，の洗礼であった．

・高校時代に大学の単位を取得

多国籍の人たちが住んでいる地域であるため，英語を母国語

としない娘のような生徒には ESL（English as a Second Lan-

guage）のクラスがある．そこだけは担任制のようになってお

り，父母会もあった．この横の繋
つな

がりのおかげで編入当初から

独特なカリキュラムをある程度理解することができた．同じ

「数学」の授業でも三つのクラスにレベル分けがあり，学期途

中でもついていけなければ下のクラスに変えてもらえるし，先

生にテストを要求して上のクラスに移ることも可能で，どのレ

ベルのクラスでも「A」を取れば「数学」の欄には「A」と記

される．さらに優秀な生徒は大学の授業に相当するクラスに入

り，テストに合格することで大学の単位がもらえる．このクラ

スで単位を取得すると高校の成績に加点が付くことや，前述の

大学に入ってから単位を取ることが困難ということもあり，進

学希望者はなるべく高校で多くの単位を取ろうとしていた．

・大学の入学選考は高校の成績が主

大学入試は無く，高校の成績や共通テストのスコアの他にボ

ランティア活動やスポーツ・芸術で残した成績などから総合的

に判断されて合否が決まる．中でも高校の成績は重要で，4年

間のスコアが評価対象となるため，1年生から頑張らないと希

望大学の合格ラインをクリアできないことになる．全米共通テ

ストは，3年生から 4年生の秋までに何回か受け，一番スコア

の高いものを選べる．ボランティア活動の中で大学の評価が高

く人気があるのがサマーキャンプのリーダーで報酬が出るとこ

ろもあるが，その分，電話面接などによる選抜がありここでも

自己アピール力が鍛えられる．娘は教員志望であったため，

TA（teacher assistant）として先生の小テストの丸付けや資料作

りを手伝っていた．授業の成績は，その日の 17時以降に毎回

親にメールで通知されることになっており，先生方にとって

TAはなくてはならない存在だそうだ．今思うと，この TA制

度は教員不足の日本に必要なシステムではないだろうか．生徒

やシニアを TAとして導入することで教員採用が定員割れする

ような事態をもう少し防げるのではないだろうかと思った．

最後に帰国後の様子を少しお話する．このような大学入学の

選抜方式のため，高校 2年生で日本から編入した生徒が米国

の 4年制大学を目指すのは非常に困難である．そのため，多

くは日本の大学を帰国子女枠で受験するが，娘の希望する教育

学部はほとんど募集がなく合格を得るまでは厳しい道のりで

あった．他国に数年いた学生が教員を目指すのは狭き門なので
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ある．私は帰国してから再就職し民間企業に身を置いている

が，経験した日米の高校生活の違いを鑑みながら今後の日本の

学校教育に思いを馳せるばかりである．

〔東芝デバイス＆ストレージ㈱　水谷 晶代〕

インフォメーション
◆

第 382 回ガスクロマトグラフィー研究 
懇談会講演会

2023 年 6月 23 日（金）に北とぴあペガサスホール（東京

都北区）にて第 382 回ガスクロマトグラフィー研究懇談会講

演会が実施された．本研究懇談会は例年，新年度の最初の講演

会では基礎的な内容を主体とした講演会を実施しており，今回

は「試料前処理と試料導入」に関する基礎と最新技術について

講演会を行った．講演会は対面形式で開催し，当日の発表内容

は後日動画配信も行った．当日に会場で聴講した参加者は約

70名であり，多くの参加登録者が会場に足を運んだようであ

る．会場では GCに関連する企業が資料の展示を行い，休憩

時間に活発な意見交換が行われた．当日のプラグラムは以下の

通りである．

第 382 回 GC懇講演会プログラム 13.00～17.00

開会あいさつ （GC懇委員長・長崎国際大）佐藤 博

【基礎講座】

「試料前処理の基礎」

 （麻布大学）杉田 和俊

まず，今回のテーマである試料前処理について，その目的や

重要性，手法等について，基礎から講演をしていただいた．

GCで複雑な試料や希薄な試料を正確に定性・定量するために

は，適切な試料前処理が必要であり，目的や試料の状態に応じ

てさまざまな手法が選択可能であることや，基本的な試料前処

理法の原理や注意点などが紹介された．

【招待講演】

「阿蘇草地高原大気の観測から BVOCsのオゾン生成ポテン

シャルを探る：TD-GC-CMFID/MS，化学発光検出，マイク

ロガス分析システム，SIFT-MSの活用」

 （熊本大学）戸田 敬

大気中の微量ガス状成分をその場で分析するための分析シス

テムの開発やその利用，さらに生物由来の揮発性有機化合物で

ある BVOCが大気環境に与えている影響など，大気分析に関

する幅広い研究成果についてご講演をいただいた．最新の研究

成果に触れて勉強になったのは無論のこと，戸田先生の知的探

求心や問題解決能力を知る機会にもなった．最後に，今年の 9

月に開催予定の日本分析化学会第 72年会（熊本）についても

案内があった．

【技術講演】

下記 8件の技術講演を行っていただいた．固相抽出（SPE），

固相マイクロ抽出（SPME），加熱脱着や熱分解など，幅広い

試料前処理法について基礎から最新の動向まで幅広く講演して

いただいた．

1． 「GC分析分野における SPE（固相抽出）法の基礎と事例」

 （ジーエルサイエンス）高柳 学

2． 「SPME（固相マイクロ抽出）の概要と新製品について」

 （メルク・シグマアルドリッチ）佐々木 豊

3． 「Agilent 7693Aオートサンプラが最高のサンプル前処理・

注入パフォーマンスを提供」

 （アジレントテクノロジー）風間 春奈

4． 「微量ポリマー分析を可能とした F─スプリットレス熱分解

法」

 （フロンティアラボ）太田 惇貴

5． 「GERSTEL DHS（ダイナミックヘッドスペース）の特徴

と食品香気分析への応用『マルチモードによる感度／網羅
性の向上』」

 （ゲステル）神田 広興

6． 「Entech 7200A自動濃縮装置による微量低沸点化合物の測

定」

 （西川計測）小野 由紀子

7． 「低温濃縮装置の技術と皮膚ガス及び電池空間における微

量ガス測定への応用」

 （ピコデバイス）津田 孝雄

8． 「固相誘導体化によるメタボローム分析の前処理とその自

動化に関する最新情報」

 （アイエスティサイエンス）松尾 俊介

閉会の挨拶 （GC懇委員長・長崎国際大）佐藤 博

〔山梨大学　植田 郁生〕

◆
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X線分析研究懇談会「第 17回浅田榮一賞」

日本分析化学会 X線分析研究懇談会では，元豊橋技術科学

大学教授の浅田榮一先生（1924～2005）のご業績を記念し，

X線分析分野で優秀な業績をあげた若手研究者を表彰するため

の賞（浅田榮一賞）を設けている．授賞にあたっては X線分

析討論会での発表，「X線分析の進歩」（アグネ技術センター）

への論文投稿，X線分析研究懇談会例会での発表など，懇談会

が主催する場での研究発表が主な評価の対象となる．

第 17回にあたる 2023 年度の浅田榮一賞は，中野ひとみ氏

（㈱堀場テクノサービス）に贈られることとなった．受賞タイ

トルは「微小部蛍光 X線分析装置における X線光学系の最適

化と内部非破壊分析への応用」で，授賞式と受賞講演は第 59

回 X線分析討論会（東京都市大学）にて行われる予定である．

中野氏への授賞理由は，以下のとおりである．

中野ひとみ氏は，㈱堀場製作所に入社後，蛍光 X線分析法

（XRF）を中心とした材料分析業務に携わりながら，同法の基

礎研究と新規応用分野の開拓・普及活動を行ってきた．2019

年に同社関連会社の㈱堀場テクノサービスに転籍され，分析部

門のチームリーダーとして活躍されている．これまで特に X

線集光素子を用いた微小部蛍光 X線分析に関するテーマに取

り組み，微小試料をより高感度にかつ効率よく分析を行えるよ

うな装置改良を行うことで，文化財・絵画の保存・修復，試料

中の元素分布の可視化など，多様な応用実績をあげてきた．ま

た新たに「共焦点型蛍光 X線分析法」の開発にも取り組み，

試料の深さ方向の分析を可能にするなど，実用上有益な結果を

得ている．これらの研究成果は，機器分析学や材料評価学の分

野の発展に寄与することが大きい．

中野氏は，これらの成果を X線分析討論会に継続的に主発

表者として発表を行うとともに，「X線分析の進歩」にも共著

を含めて 10報以上の論文を報告してきた．また日本分析化学

会主催の分析化学討論会やデンバー X線会議（DXC）などで

も研究発表を行っている．さらに，懇談会が主催する講習会

「蛍光 X線分析の実際」でも実機講習の講師を担当するなど，

学協会活動に対する貢献も少なくない．今後も X線分析分野

における益々の活躍が期待される．

〔（公財）高輝度光科学研究センター　上原 康〕

◆

第 385 回液体クロマトグラフィー研究懇談会

2023 年 7月 19 日（水）に Zoomオンライン形式において

「ピークを分ける技術」を講演主題とした標記研究懇談会が開

催された（オーガナイザー：筆者）．

ピークを分離することは，ピークの検出と並ぶクロマトグラ

フィーの根幹要素であり，HPLCにおいても種々の技術や手

法が試みられ開発されてきた．本例会では，ピーク分離に関す

る技術や手法について，HPLCシステム，カラム，ピーク処

理手法等さまざまな角度からご講義いただいた．

1演題目は，（一財）化学物質評価研究機構　坂牧 寛氏より

「あと少しの分離改善のテクニック」という演題で，分離度改

善について，理論段数，分離係数，保持係数をそれぞれ改善す

る方法と実例が解説された．ホスホロチオエート化オリゴヌク

レオチドの分離等，最新のトピックスも紹介された．

2演題目は，日本ウォーターズ㈱の島崎裕紀氏より「低吸着

LCシステムによるクロマトピークの改善」という演題で，

ピーク形状向上の視点から，金属に吸着しやすいサンプルの分

析に好適なカラムと UHPLCシステムMaxPeak Premierソ

リューションの紹介がされた．リン脂質や，ホスホロチオエー

ト化オリゴヌクレオチドのピーク形状改善に有効であり，検出

感度向上も図れることが示された．

3演題目は，筆者より「2次元 LCの最新技術と応用」とい

う演題で，2次元 LCの目的と最新のハードウェア技術（マル

チハートカット，active solvent modulation），アプリケーション

例について紹介した．2次元 LCは，ピークキャパシティを飛

躍的に向上させるのに有効なだけでなく，ワークフローの自動

化等にも有効であることも紹介した．

4演題目は，㈱島津製作所の寺田英敏氏より「PDA検出器

とケモメトリクス技術の融合によるピークデコンボリューショ

ン」という演題で，PDA検出器で得られる UVスペクトルを

利用した未分離ピークのデコンボリューションについて，微分

スペクトルを用いる方法とMCR-ALSを用いる方法が解説さ

れた．また，これらの手法を利用した不純物検出や微量成分分

析への応用例が紹介された．

5演題目は，㈱日立ハイテクサイエンスの清水克敏氏より

「HPLCメソッド開発の効率化について」という演題で，

HPLCメソッド開発を支援するソフトウェアー ChromSword

について解説された．自動メソッド開発，クロマトグラムのシ

ミュレーション，頑健性の自動評価が紹介され，HPLCメソッ

ド開発の効率化が図れることが示された．

6演題目は，LC研究懇談会の委員長である中村　洋先生

（東京理科大学）より総括が行われ，各講演者に補足や質問を

され，全体についてまとめていただき，ピークを分ける技術や

考え方についての理解をより深めることができた．

最後に，ご多忙にもかかわらず講演していただいた講師の皆

様に御礼申し上げます．また，運営にご協力いただいた役員の

方々に御礼申し上げます．

〔アジレント・テクノロジー㈱　熊谷 浩樹〕
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著書》“基礎から理解する化学 3 分析化学”，
（TECOM 出版），（分担執筆）．《趣味》動画
鑑賞，動画制作．
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（環境科学）．《現在の研究テーマ》精密位置
制御分子修飾に基づくモジュール式ナノ材料
の開発．《趣味》MLB 観戦，落語を聞く．
E-mail：tsasaki@hoku-iryo-u.ac.jp

　三浦 篤志（Atsushi MIURA）
北海道大学大学院理学研究院（〒060─0810　
札幌市北区北 10 条西 8 丁目）．関西学院大学

大学院理学研究科．博士（理学）.《現在の
研究テーマ》光圧を局所摂動に用いた検出・
分析・計測法の探索．《趣味》フィギュアス
ケート，ヒルクライム，パンケーキ屋探索．
E-mail：atsushi.miura@sci.hokudai.ac.jp

（リレーエッセイ）
　西尾 友志（Yuji NISHIO）
㈱堀場アドバンスドテクノ開発本部基盤技術
研究開発部（〒601─8551　京都府京都市南
区吉祥院宮の東町 2 番地）．博士（工学）．
《現在の研究テーマ》pH ガラス電極（イオ
ン選択性電極）．《趣味》釣り．
E-mail：yuji.nishio@horiba.com

（ロータリー・談話室）
　水谷 晶代（Akiyo MIZUTANI）
東芝デバイス＆ストレージ㈱（〒235─8522　
横浜市磯子区新杉田町 8）．千葉大学大学院
自然科学研究科物質高次科学専攻博士後期課
程修了．博士（工学）．《現在の研究テーマ》
ハードディスクにおける微粒子および有機ガ
スの影響と新規測定法に関する研究．《趣味》
テニス , 旅行．
E-mail：akiyo1.mizutani@toshiba.co.jp

トピックス欄の原稿を募集しています

内容 ：読者の関心をひくような新しい分析化学・分析
技術の研究を短くまとめたもの．

執筆�上の注意：1）1000 字以内（図は 1 枚 500 字に
換算）とする．2）新分析法の説明には簡単な原

理図などを積極的に採り入れる．3）中心となる

文献は原則として 2 年以内のものとし，出所を明
記 する．  
なお，執筆者自身の文献を主として紹介するこ

とは御遠慮ください．又，二重投稿は避けてく

ださい．

◇ 採用の可否は編集委員会にご一任ください．原稿の
送付および問い合わせは下記へお願いします．

〒 141─0031　東京都品川区西五反田 1─26─2

五反田サンハイツ 304 号

（公社）日本分析化学会「ぶんせき」編集委員会

〔E─mail : bunseki@jsac.or.jp〕

原 稿 募 集



ぶんせき　2023　9� 387

電気泳動分析研究懇談会特集号「“微”の液相分離分析」の刊行にあたって　 …………　石濱　泰 331

総合論文
大容量試料スタッキング（LVSEP）法によるミクロスケール電気泳動の高感度化　 

 ……………………………………………………………………………………………　北川文彦 333

ミクロスケール高性能液相分離法の開発を顧みて　…………………………………………　大塚浩二 341

超高感度キャピラリー電気泳動による微量バイオ分析法の開発　…………………………　川井隆之 349

報　　文
抗体薬物複合体の選択的分離に向けた固定相開発の基礎検討　………………　光田圭佑・久保拓也 357

技術論文
Ovomucoid固定化 3 μmキラルカラムを用いるジルチアゼム原薬および 

 製剤中の光学異性不純物と類縁物質の迅速同時定量　 

 ………………………………　西　博行・佐々木弥亜クリスティーナ・岩田海七・川畑公平 363

ノ  ー  ト
二次元デジタル電気泳動分離のための 

 異種機能性ハイドロゲル集積カートリッジデバイスの開発　 

 ……………………………………………………　金岡忠政・遠藤達郎・久本秀明・末吉健志 369

“微”弱なハロゲン- π相互作用による芳香族ハロゲン化物認識のための 

 分子インプリントポリマーの合成　………………………　金尾英佑・久保拓也・大塚浩二 377

“第 23回若手研究者の初論文特集”募集のお知らせ　 ……………………………………………………  383

「分析化学」　年間特集“分”の論文募集　……………………………………………………………………  384

「分析化学産業技術論文賞」のご案内　 ………………………………………………………………………  386

テンプレートによる投稿要領　…………………………………………………………………………………  387

「分析化学」に投稿される皆様へ　 ……………………………………………………………………………  388

分 析 化 学

特集：“微”の液相分離分析

目　　　　　　次

第 72 巻第  9  号
2 0 2 3  年  9  月

「分析化学」誌ホームページ　URL=https://www.jsac. jp/~wabnsk/index.html

ʀ   〈学術著作権協会委託〉   本誌からの複写許諾は，（公社）日本複写権センターと包括複写許諾契約を締結されている企業の従業員以外は， 
一般社団法人学術著作権協会（〒 107－0052東京都港区赤坂 9－6－41乃木坂ビル 3階，FAX : 03－3475－5619，E-mail : info@jaacc. jp） 
から受けてください．



388� ぶんせき　2023　9

••••••••• 編　集　後　記 •••••••••

◇筆者が本編集後記を執筆している 8 月中旬現在，連日の猛暑
日に嫌気がさし，暑さの小休止を願う日々を送っております
が，皆様はいかがお過ごしでしょうか．学校の夏休みと職場
の夏季休暇が重なるこの時期は，家族でテレビを観る機会が
増えますが，先月（7 月）に発生した記録的大雨による災害
情報が報道されるたびに，被災地の一刻も早い復旧を願うば
かりです．

◇さて，今月号のとびらは，東京大学の豊田先生，東京薬科大
学の東海林先生及び帝人株式会社の菅沼様に，2019 年秋に
発足されました分析イノベーション交流会の活動についてご
寄稿いただきました．企業のもつシーズとニーズの出会いの
場となる交流会を定期的に開催するだけでなく，今後はシー
ズ集にアクセス可能なウェブサイトの作成や，「分析化学」
誌での特集号の企画も予定しているとのことで，一研究者と
してワクワクを抑えきれません．

◇リレーエッセイは，株式会社堀場アドバンスドテクノの西尾
様に，汚れに強い pH 電極の開発エピソードについてご執筆
いただきました．約 17 年の紆余曲折を経て，2022 年 10 月
にようやく製品化に成功した西尾様が，本稿の最後に「私の
挑戦に終わりはありません．」と仰るところに，製品開発に
対する情熱を感じました． 〔S. M.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈入門講座〉　分離技術：原理から最新技術まで

キャピラリー電気泳動法   齋藤 伸吾

〈解　　説〉　　

電気化学分析におけるカーボン電極材料   加藤 大

〈ミニファイル〉　マイクロ・ナノの分析化学　

応用（タンパク質結晶構造解析）   真栄城 正寿

〈話　　題〉　　　　　　

蛍光 X 線分析の試料調製を考える   市川 慎太郎

◇ 編　　集　　委　　員 ◇

〈委 員 長〉 四 宮 一 総 （日 大 薬）
〈副委員長〉 東海林　敦 （東京薬科大薬）
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〈委　　員〉 岩 井 貴 弘 （㈱日立製作所） 糟 野 　 潤 （龍谷大先端理工） 久保田　哲央 （アジレント・テクノロジー・

インターナショナル㈱）
古 賀 舞 都 （農 研 機 構） 坂　真智子 （㈱ エ ス コ） 島 田 健 吾 （石福金属興業㈱）
末 吉 健 志 （大阪公立大院工） 高橋あかね （オ ル ガ ノ ㈱） 谷 合 哲 行 （千葉工業大先進工）
永 谷 広 久 （金沢大院自然科学） 野 間 誠 司 （佐 賀 大 農） 橋 本 　 剛 （上 智 大 理 工）
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お知らせ

2024年度本部委員会功労賞候補者推薦について

日本分析化学会は，多年にわたって本会本部委員会及び小委員会で活動し，本学会を通じて分析技術の発展に貢献
された方を表彰して「本部委員会功労賞」を贈呈します．

下記の本部委員会功労賞規程により 2024 度本部委員会功労賞候補者を募集します．関係各位におかれましては，
適任者がおられましたらご推薦くださいますようお願い申し上げます．

『本 部 委 員 会 功 労 賞 規 程』

第 1 条　 本会に本部委員会功労賞を設け，多年にわたり公益社団法人日本分析化学会本部委員会及び小委員会で活動
し，本学会を通じて分析技術の発展に貢献した者に，これを贈呈する．対象となる委員会は別紙に定める．

第 2 条　 本部委員会功労賞は，賞状を年会又は討論会において贈呈する．
第 3 条　 本部委員会功労賞候補者の推薦者は，本部委員会委員長及び現在休止・廃止している委員会については元委

員長とし，その委員会に所属する者又は過去に所属した者を推薦することができる．複数の委員会の活動を
合わせて申請することができる．

第 4 条　 前条によって推薦される者は，本会正会員にして，申請する年の 2 月末日をもって，合計 10 年以上第 1 条
の活動に従事した者とする

第 5 条　 候補者の推薦に際しては，次の（1）～（2）に規定する書類を電子媒体にて，指定された日までに本会に提出
するものとする．

　　　　（1）推薦書（2）被推薦者理由書（いずれも本会所定の用紙）
第 6 条　 各委員会からの申請は各年で 3 件以下とする．授賞数は 10 件程度とする．
第 7 条　 本部委員会功労賞候補者の選考は，本部委員会功労賞審査委員会において行う．審査委員は，理事会が本会

副会長及び庶務担当理事より 5 名を選考し，会長がこれを委嘱する．委員長は，筆頭副会長又は表彰業務担
当副会長とする．

（別紙）本部委員会功労賞の対象となる委員会
標準物質委員会，技能試験委員会，分析化学技術者教育企画委員会，分析士認証委員会，ぶんせき編集委員会，分析
化学編集委員会，Analytical Sciences 編集委員会，X-ray Structure Analysis Online 編集委員会，広報委員会，会
員・広報協議会，学術振興協議会，学術会合協議会及びそれらに属する小委員会
（以 下 省 略）

☆　　　　　　　　　　☆
1） 2024 年度本部委員会功労賞授賞式は，2024 年 9 月 12 日（木）第 73 年会（名古屋工業大学）において行う予定で

す．
2）推薦書類（推薦書，被推薦者理由書：本会所定の用紙）は，下記期限までに提出してください．
3）推薦期限：2023 年 12 月 31 日
4）推薦書類提出先：日本分析化学会本部委員会功労賞係（E-mail：shomu@jsac.or.jp）
5）所定の書類を入用の場合は，https://www.jsac.jp/jsac/rule/commendation/　からダウンロードしてください．
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第 388回液体クロマトグラフィー研究懇談会

主催　 （公社）日本分析化学会液体クロマトグラフィー（LC）
研究懇談会

後援　 （公社）日本薬学会，（公社）日本化学会，（公社）日本分
析化学会

HPLC はサンプルが固定相と移動相のどちらに分配するか，
その差によって分離を行います．固定相は逆相，順相，イオン
交換などさまざまな分離モードがあり，良好な分離を得るため
にはカラムの選択が重要です．本例会では，HPLC の分離技術
について，分離のメカニズムや各種カラムの性能や特長をはじ
めとした基礎的な内容から具体的な使用方法について講演をし
ていただきます．
期日　2023 年 10 月 20 日（金）13.00～16.55
会場　㈱日立ハイテクサイエンス　サイエンスソリューション

ラボ東京〔東京都中央区新富 2─15─5　RBM 築地ビル，交
通：東京メトロ有楽町線「新富町」駅より徒歩 1 分（5 番出
口利用），東京メトロ日比谷線「築地」駅より徒歩 4 分（4
番出口利用），JR 京葉線・東京メトロ日比谷線「八丁堀」駅
より徒歩 8 分（A3 出口利用）〕
　https://www.google.com/maps/search/?api=1&query=35.6

71216%2C139.775152
講演主題　HPLC の分離技術について考える
講演

講演主題概説（オーガナイザー）（13.00～13.05）
 （㈱日立ハイテクサイエンス）清水克敏
 （LC 分析士二段，LC/MS 分析士初段）
1．目的成分に応じた ODS カラムの選択方法（13.05～13.40）
 （ジーエルサイエンス㈱）太田茂徳
 （LC 分析士初段）
2． C18 以外の逆相 LC 固定相と，選択性について 
（13.40～14.15）

 （㈱クロマニックテクノロジーズ）小山隆次
 （LC 分析士二段）
3． イオン交換クロマトグラフィーの基礎原理とアプリケー

ション（14.15～14.50）
 （三菱ケミカル㈱）福田義人
 （LC 分析士初段）
休憩（14.50～15.10）
4．コアシェル充塡剤の特長（15.10～15.45）
 （㈱クロマニックテクノロジーズ）長江徳和
 （LC 分析士二段）
5． UHPLC の高速性能と高分離性能は本当にトレードオフ

関係なのか？（15.45～16.20）
 （㈱日立ハイテクサイエンス）伊藤正人
 （LC 分析士五段）
6．総括「HPLC の分離技術について考える」（16.20～16.55） 

 （東京理科大学）中村　洋
 （LC マイスター，LC/MS マイスター）
参加費　LC 研究懇談会・個人会員：1,000 円，LC 研究懇談会・

団体会員及び後援学会会員：3,000 円，その他：4,000 円，学
生：1,000 円．参加申込締切日後の受付はできませんので，
ご了承ください．
情報交換会　終了後，講師を囲んで情報交換会を開催します
（会費4,000円）．参加申込締切後のご参加はできませんので，
ご了承ください．
申込締切日　10 月 13 日（金）（入金締切時刻：15 時まで）
申込方法

1． 参加希望者は，下記申込先にアクセスし，氏名，勤務先
（電話番号），LC 会員・協賛学会会員・その他の別及び
情報交換会参加の有無を明記のうえ，お申込みください．
なお，参加者名と振込者名が違う場合は，参加申込書の

連絡事項欄に振込者名を明記してください．
2． お申込みが完了した場合には，登録されたアドレス宛に
「第 388 回液体クロマトグラフィー研究懇談会申込み受付
（自動返信）」のメールが届きます．メールが届かない場
合は，世話人までお問い合わせください．

3． 申込み受付のメールを受領後，必ず期限内に参加費の納
入を行ってください．期限内に参加費納入が確認できな
い場合，参加申込みを無効とし参加 URL を発行しませ
んので，十分ご注意ください．なお，一旦納入された参
加費は，返金いたしません．

4． 参加費の納入が確認できた方には，2023 年 10 月 13 日以
降に要旨集をメールにてお送りします．必要に応じてプ
リントアウトしてご参加ください．なお，請求書と領収
書の発行はいたしておりません．領収書は，振込時に金
融機関が発行する振込票等をもって替えさせていただき
ます．

液体クロマトグラフィー研究懇談会（例会）参加費送金時のご
注意　例会参加費，情報交換会参加費を送金される場合，下
記を禁止しておりますので，ご理解のほどよろしくお願いい
たします．
1． 複数例会の参加費の同時振込
　　 （→例会ごとに振り込んでください）
2． 複数参加者の参加費の同時振込
　　 （→参加者ごとに振り込んでください）
3． 年会費や他の費用との合算振込
　　 （→費目ごとに振り込んでください）
申込先　https://forms.gle/6fE78TRUXkhZo9QZA
銀行送金先　りそな銀行五反田支店（普通）1754341　口座名

義：シヤ）ニホンブンセキカガクカイ〔公益社団法人日本分
析化学会・液体クロマトグラフィー研究懇談会〕
問合先　（公社）日本分析化学会・液体クロマトグラフィー研究

懇談会　世話人　㈱日立ハイテクサイエンス　清水克敏
〔E-mail：katsutoshi.shimizu.wp@hitachi-hightech.com〕

2023年度関東支部「新世紀賞」・「新世紀新人賞」 
候補者募集

関東支部では 2000 年より新世紀賞および新世紀新人賞を設
け，表彰を行っています．適当な候補者がおられましたら，ご
推薦の程お願いいたします．
新世紀賞資格　① 2023 年 4 月 1 日現在で満 36 歳以上 45 歳以

下の者で関東支部所属の正会員．ただし，上限年齢を超えて
も受け付ける場合 * がある．②研究業績は，本会論文誌また
はその他の論文誌に公表されたものでなければならない．③
受賞の基礎となる研究業績が共同研究の場合は，主たる研究
者について適用する．④候補者となるべきものは会員の推薦
によるものとする（自薦を含む）．⑤ただし，日本分析化学
会奨励賞受賞者は除く．
　＊ 上限年齢は，研究職からの異動，産休・育休，また長期療

養などのライフステージを考慮する．
新世紀新人賞資格　① 2023 年 4 月 1 日現在で満 35 歳以下の関

東支部所属の正会員．②研究業績は，本会論文誌またはその
他の論文誌に公表されたものでなければならない．③受賞の
基礎となる研究業績が共同研究の場合は，主たる研究者につ
いて適用する．④候補者となるべきものは会員の推薦による
ものとする（自薦を含む）．⑤ただし，日本分析化学会奨励
賞受賞者は除く．
提出書類
新世紀賞　①推薦書（関東支部 HP（https://kanto.jsac.jp/

award/）よりダウンロード），②推薦理由書（A4 判用紙を縦
（1 行 45 字×40 行）に使用し，本文及び文献（主要論文）を
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合わせて 3 ページ以内で作成すること），③添付資料（特に
重要な論文の別刷，その他審査の参考となる資料）
新世紀新人賞　①推薦書（関東支部 HP（同上）よりダウン

ロード），②推薦理由書（A4 判を縦（1 行 45 字×40 行）に
使用し，本文及び文献リスト（主要論文等）を合わせて 3
ページ以内で作成すること），③添付資料（特に重要な論文・
特許等の写し，3 編以内）
提出方法　上記書類を電子ファイルとし，推薦者より書類提出

先記載の E-mail アドレス宛送信（cc：候補者）のこと（た
だし自薦の場合は候補者より送信，いずれも押印不要）．①，
②についてはそれぞれ 1 件のファイルとすること．③につい
ては複数のファイル送付も可とするが，必要最小限とするこ
と（いずれも PDF ファイルを推奨）．なお，事務局にてメー
ルおよびファイルを受信後，受領通知が送信されるので，確
認のうえ，受領通知のメールは保管のこと．送信後 1 週間以
内に受理通知が届かない場合は書類提出先アドレスに必ず問
い合わせのこと．
締切日　2023 年 10 月 31 日（火）必着
書類提出先　日本分析化学会関東支部事務局
　〔E-mail：kanto@jsac.or.jp〕

分析化学イノベーションフォーラム助成の案内

日本分析化学会関東支部では，このたび広い意味での分析・
計測研究分野およびその利用による科学現象の機構解明に関す
る学術的・技術的に重要なテーマの解決を目指す「分析化学イ
ノベーションフォーラム（以下，フォーラムと略）」を募集し，
その活動を支援することといたしました．本フォーラムでは，
産官学が共同で研究することで人的交流を促進し，分析化学イ
ノベーションに資することを目的とします．全国の会員からの
積極的なご応募を期待しています．
応募資格　申請者は，正会員 1 名を含む総数 4 名以上のフォー

ラム委員会を構成する．なお，経理担当者は関東支部所属の
正会員とする．また，非会員の委員は採択され次第，日本分
析化学会に入会すること．
応募締切　2023 年 10 月 31 日（火）
助成期間　2023 年 12 月から 2025 年 2 月
件数と金額　1 件以内．70 万円を上限に支給する．
助成内容等　フォーラム運営費にのみ支払可能とする．具体的

には，旅費，謝金，会議費，印刷費とする．なお，年 1 回以
上，会計報告および進捗状況の報告を行うものとする．
照会・申請書提出先　kanto@jsac.or.jp

第 17回茨城地区分析技術交流会

主催　 （公社）日本分析化学会関東支部・同茨城地区分析技術
交流会

期日　2023 年 12 月 1 日（金）
会場　ザ・ヒロサワ・シティ会館〔茨城県水戸市千波町東久保

697，交通：JR 常磐線「水戸」駅，バス・タクシーで 20 分
あるいは徒歩 20 分〕
プログラム

12.00～受付
12.30～12.35　開会挨拶
 （㈱日立ハイテクサイエンス）坂元秀之
12.35～13.25　化粧品の分析 （㈱コーセー）安田純子
13.30～14.20　発生気体分析─質量分析の高度化とその応用
 （（国研）産業技術総合研究所）津越敬寿
14.25～15.45　 ポスター発表（分析研究，技術開発の紹介など）

15.50～16.40　 配向試料の重ね合わせにより生じる円二色性
 （（共）高エネルギー加速器研究機構）武智英明
16.40～16.45　閉会挨拶
 （（独）茨城工業高等専門学校）澤井　光
17.00～18.30　情報交換会
ポスター発表申込　電子メールにて（はがきも可）①発表題

目，②所属，③発表者氏名（発表者に○），④発表区分（学
生 or 一般），⑤連絡先を明記のうえ，下記連絡先までお申
し込みください．申込締切は 10 月 27 日（金）です．なお，
ポスター賞（学生および一般）を設けていますので，奮って
ご応募ください．
ポスター発表要旨　A4 用紙 1 枚（上下左右マージン 2.5 cm）

に，①発表題目，②所属，③発表者氏名（発表者に○），④
発表要旨（形式自由）を記入し，原則として PDF ファイル
にて下記連絡先まで電子メールでお送りください（郵送も
可）．提出締切は 11 月 3 日（金）です．なお，ポスターサ
イズは A0 に収まるサイズで作製してください．
参加費　無料
情報交換会　講演及びポスター発表終了後，講師を囲んで情報

交換会を開催します．会費 3,000 円（一般），1,000 円（学生）
は当日受け付けます．
参加申込　交流会参加希望者は，所属，氏名，情報交換会参加

の有無を明記のうえ，11 月 17 日（金）までに，電子メール
にて下記連絡先へお申し込みください．
連絡先　〒104─0041　東京都中央区新富 2─15─5　RBM 築地

ビル　㈱日立ハイテクサイエンス　坂元秀之
　〔E-mail：hideyuki.sakamoto.uh@hitachi-hightech.com〕
　なお，交流会の情報の詳細は，下記アドレスの茨城地区の

ページをご参照ください．
　https://kanto.jsac.jp/ibaraki/

第 29回 LC & LC/MSテクノプラザ 
～講演＆参加者募集～

主催　 （公社）日本分析化学会液体クロマトグラフィー研究懇
談会（LC 懇）

共催　LC シニアクラブ
後援　 （公社）日本分析化学会，（公社）日本化学会，（公社）日

本薬学会
LC および LC/MS を日常的に利用しているオペレーター，

技術者の方々の情報交換，問題解決・相互交流の場として，標
記テクノプラザを開催します．本プラザの特色は，従来の機
器・カタログ展示や一般講演に加え，現場の共通の悩みをその
都度「集中テーマ」として取り上げ，実例を材料として具体的
に議論することです．問題を解決できた例，問題提起の段階で
とどまっている例，これから問題になりそうな事柄などが，い
ずれも「集中テーマ」の対象になります．

この会の主要な目的の一つは，発表していただいた個々の問
題を参加者全体の共通の認識にすることにあります．したがっ
て，未解決の問題や失敗例でも一向に構いません．役に立つ情
報であれば，いわゆるオリジナリティーには必ずしもこだわり
ません．なお，本テクノプラザの講演者は，次年度の「液体ク
ロマトグラフィー努力賞」の審査対象となります．
期日　2024 年 1 月 18 日（木）・19 日（金）
会場　横浜市金沢産業振興センター〔神奈川県横浜市金沢区福

浦 1─5─2，電話：045─782─9700，交通：① JR 京浜東北・
根岸線「新杉田」駅から，金沢シーサイドラインで 11 分の
「産業振興センター」駅より徒歩 1 分，②京浜急行線「金沢
八景」駅から，金沢シーサイドラインで 14 分の「産業振興
センター」駅より徒歩 1 分．
講演募集分類　①集中テーマ：（A）前処理における諸問題，
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（B）分離における諸問題，（C）検出・データ解析における
諸問題，（D）未解決の諸問題，教訓的失敗例，②一般テー
マ．
　　なお，以下の講演・表彰なども予定されております．啓育

講演（中村　洋，東京理科大学），LC/MS マイスター講演
（竹澤正明，東レリサーチセンター），現地世話人講演（川口　
研，産総研），CERI クロマトグラフィー分析賞受賞講演，
LC 科学遺産認定講演，POTY 賞受賞講演，ベストオーガナ
イザー賞表彰（髙橋　豊，エムエス・ソリューションズ），
第 28 回テクノプラザベストプレゼンテーション賞表彰．
発表形式　口頭発表およびポスター発表
講演申込先　LC 懇のホームページから下記 URL に必要事項

を明記してください．
①講演申込 URL
　https://forms.gle/XqL9NnhjoxtzttXF9
　（この URL から参加申込は禁止）
講演申込締切　12 月 7 日（木）
講演要旨締切　12 月 21 日（木）執筆要領に従って要旨を作成

し，電子メールに添付．
講演要旨執筆要領
　1．日本語は MS 明朝，英数字は Century で入力．
　2． A4 判白紙を縦に使用し，横 17 cm，縦 25 cm の枠内（標

準は 1 行 38 字，1 枚 38 行）にワープロで 1～2 枚作成し
てください．要旨集は A4 判で作製します．

　3． 講演番号記入（14 ポイント）欄として，1 枚目の左上隅
（左 8 字×4 行分）は空白としてください．

　4． 講演題目（強調 14 ポイント）を書き，1 行空けて発表者
の所属と氏名を書く（強調 12 ポイント）．所属は括弧内
にまとめ，氏名にはふりがなを，また発表者の氏名の前
には○印を付けてください．

　5． 所属・氏名の下を 1 行空けて，目的，実験，結果，考察
などに分けて本文（10.5 ポイント）を書いてください．

　6．2 枚目は最上段から書いてください．
要旨提出先　Word 版と PDF 版を下記に添付してください．
　E-mail：nakamura@jsac.or.jp
登録費　一般 5,000 円，学生 3,000 円．
情報交換会　1 月 18 日（木）17 時 30 分より大会議室（参加費

5,000 円）
参加申込先　プログラムは編成が終わり次第，LC 懇ホーム

ページに掲載しますので，下記 URL より登録申込，情報交
換会申込，昼食申込をしてください．
昼食に関するご注意　会場内には定員 20 名程度の軽食店があ

るのみで，最寄り駅付近にも適当な店がありません．そこ
で，会期中は昼食用に大会議室を 11 時～13 時に確保しまし
たので，昼食（飲み物付き，1,200 円）が必要な場合は併せ
て申込をしてください．
②参加および昼食の申込 URL
　https://forms.gle/iYaQLwyjJWUT5o7C8
参加申込および登録費等納入締切日　1 月 4 日（木）（入金締

切時刻：15 時まで）
銀行送金先　りそな銀行五反田支店（普通）0802349，口座名

義：シヤ）ニホンブンセキカガクカイ〔（公社）日本分析化学
会・液体クロマトグラフィー研究懇談会〕

─以下の各件は本会が共催・協賛・ 
後援等をする行事です─

◎詳細は主催者のホームページ等でご確認ください．

第 69回ポーラログラフィーおよび
電気分析化学討論会

主催　日本ポーラログラフ学会
期日　2023 年 10 月 25 日（水）・26 日（木）
会場　福江文化会館
ホームページ　http://www.polaro.jp/meeting.html
連絡先　〒852─8521　長崎県長崎市文教町 1─14　長崎大学大

学院工学研究科　物質科学部門　討論会世話人　相樂隆正
〔電話・FAX：095─819─2676，E-mail：polaro2023nagasaki 
@gmail.com〕

プラズマ分光分析研究会第 120回講演会 
─微量元素の視点で SDGs を考える─

主催　プラズマ分光分析研究会
期日　2023 年 10 月 27 日（金）
会場　京都大学宇治おうばくプラザきはだホールおよび Zoom

によるオンライン
ホームページ　https://plasma-dg.jp/
連絡先　プラズマ分光分析研究会事務局　梅村知也
　〔電話：042─816─3001，E-mail：office@plasma-dg.jp〕

「日本膜学会第 45年会」・「膜シンポジウム 2023」
合同大会

主催　日本膜学会
期日　2023 年 11 月 20 日（月）～22 日（水）
会場　早稲田大学リサーチイノベーションセンター（121 号館）

B1F
ホームページ
　http://www.maku-jp.org/symposium/
連絡先　〒113─0033　東京都文京区本郷 5─26─5─702　
　日本膜学会事務局〔E-mail：membrane@mua.biglobe.ne.jp〕

実用表面分析セミナー 2023

主催　（公社）日本表面真空学会関西支部
期日　2023 年 11 月 22 日（水）
会場　神戸大学百年記念館六甲ホール
ホームページ　https://www.jvss.jp/chapter/kansai/kansai_

jitsuyou24/
連絡先　〒601─8510　京都府京都市南区吉祥院宮ノ東町 2　
　㈱堀場製作所　日本表面真空学会関西支部　幹事　廣瀬　潤
〔電話：090─5656─8504，E-mail：jun.hirose@horiba.com〕
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第 38回分析電子顕微鏡討論会

主催　（公社）日本顕微鏡学会分析電子顕微鏡分科会
期日　2023 年 11 月 30 日（木）・12 月 1 日（金）
会場　オンラインでの開催（Zoom を予定）
ホームページ
　https://sites.google.com/view/bunseki-denken38
連絡先　〒860─8555　熊本県熊本市中央区黒髪 2─39─1　
　工学部研究棟 I　908 号室　熊本大学半導体・デジタル研究

教育機構　分析電子顕微鏡討論会事務局　佐藤幸生
　〔電話：096─342─2281，E-mail：sato-yukio@kumamoto-u.

ac.jp〕

新アミノ酸分析研究会第 13回学術講演会

主催　新アミノ酸分析研究会
期日　2023 年 12 月 8 日（金）
会場　大田区産業プラザ Pio
ホームページ　http://jsa3.s2.weblife.me/
連絡先　新アミノ酸分析研究会　第 13 回学術講演会事務局
　〔E-mail：aminoacidanalysis2011@gmail.com〕

　

「お知らせ」欄原稿について

支部並びに研究懇談会の役員の皆様：掲載用の原稿ファイル
をどうぞ電子メールでお送りください．送り先は shomu@jsac.
or.jp です．原稿の長さに制限はありませんが原稿締切日は掲
載月の前々月 25 日（例：1 月号掲載→ 11 月 25 日締切）となっ
ておりますのでご注意ください．

本会外から掲載をご希望の場合は以下をご参照ください．
1） 　掲載できるものは本会が共催，協賛，後援するものに限ら

れます．
2） 　国際会議につきましては共催，協賛，後援申請に関する規

程並びにフォームがありますので，ホームページをご覧いた
だくか，本会事務局長宛にお問い合わせください．

3） 　国際会議以外の講演会等に関しましては，会名，会場，主
催団体名，同代表者名，開始期日，終了期日，連絡先並びに
同電子メールを記載のうえ，書面でお申し出ください．

4） 　掲載原稿の作成要領に関しましては承諾をご返事する際に
お知らせします．

5） 　本会支部または研究懇談会が共催，協賛，後援を承諾した
事業につきましては，その旨をメールにお書きいただき，原
稿ファイルを shomu@jsac.or.jp にお送りください．

国際会議以外の共催，協賛，後援に関する規程抜粋
（共催）
 8 ．討論会，講演会等の共催とは，その討論会，講演会等の開

催について，本会は主体性を持たず，会誌等を通じて広報活
動等の援助を行う場合をいう．

 9 ．本会が討論会，講演会等を共催する場合は，その討論会，
講演会等の主要議題が本会の専門分野と関連を持ち，本会正
会員が会議の準備，運営等の委員に若干名加わることを条件
とする．

10 ．本会が共催する討論会，講演会等に対しては，他学協会長
等の申し出によって会誌等による広報活動の援助を行う．特
に理事会の承認を得て分担金を支出することがある．

（後援又は協賛）

11 ．討論会，講演会等の後援又は協賛とは，本会がその討論
会，講演会等の開催に賛同し，後援又は協賛団体の一つとし
て，本会名義の使用を認める場合をいう．

12 ．本会が討論会，講演会等を後援又は協賛する場合は，その
討論会又は講演会が分析化学に関連を持ち，その開催が本会
会員にとっても有意義であることを条件とする．

13 ．本会が後援又は協賛する討論会，講演会等に対しては，希
望に応じ会誌等による広報活動の援助を行うことがある．

　

『ぶんせき』再録集 vol. 1出版のお知らせ

ぶんせき誌の過去記事の有効利用の一環として，記事をまと
めて書籍化するという試みを行っています．2021 年 5 月 10 日
に，『ぶんせき』再録集 vol. 1 が出版されました．この巻には，
2011 年から 2020 年まで，10 年間分の〈ミニファイル〉の記
事が詰まっています．たっぷり 256 ページ，2,750 円（税込み）
のお値打ち本です．多岐にわたる『知って得する分析化学の豆
知識』を堪能できます．本書は下記 10 章からなり，それぞれ
に 12 から 14 の話題が集められています．

 1．実験器具に用いられる素材の特徴
 2．分析がかかわる資格
 3．顕微鏡と画像データ処理
 4．最新の web 文献検索データベース
 5．ポータブル型分析装置
 6．分析化学と材料物性
 7．分析化学者のための多変量解析入門
 8．土壌分析
 9．サンプリング
10．前処理に必要な器具や装置の正しい使用法
過去のミニファイルをファイリングしておきたいときに，初

学者への参考書をお探しのときに，また，非学会員の方に分析
化学会のアピールをしたいときに，ぜひご活用ください．本書
はアマゾンオンデマンド出版サービスを利用して出版した書籍
ですので，書店には並びません．アマゾンサイトからのネット
注文のみとなりますので，ご注意ください．ネットで「ぶんせ
き再録集」と入力して検索しても，すぐに出てきます．詳しく
は「ぶんせき」誌ホームページをご確認ください．

ぶんせき誌「技術紹介」の原稿募集

『ぶんせき』編集委員会

分析化学は種々の分野における基盤技術であり，科学や産業
の発達・発展だけでなく，安全で豊かな生活の実現に分析機器
が大きく貢献してきました．近年の分析機器の高性能化・高度
化は目覚ましく，知識や経験がなくても，微量物質の量や特性
を測定できるようになりました．この急速な発展は，各企業が
持つ高度で多彩な技術やノウハウによって達成されたといって
も過言ではありません．一方，高度化された分析機器の性能・
機能を十分に発揮させるためには，既存の手法に代わる新規な
分析手法が必要であり，高度な分析機器に適合した分析手法や
前処理手法の開発が分析者にとって新たな課題となっていま
す．また，分析目的に合致した高純度試薬の開発に加えて，測
定環境の整備，試薬や水の取り扱いなどにも十分な配慮が必要
です．極微量の試料を分析する際には，測定原理を把握すると
共に，手法や操作に関する知識・技能を身に着ける必要がある
と考えます．

このような背景に鑑み，『ぶんせき』誌では新たな記事とし
て「技術紹介」を企画いたしました．分析機器の特徴や性能，
機器開発に関わる技術，そしてその応用例などを紹介・周知す
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ることが分析機器の適正な活用，さらなる普及に繋がると考え
ており，これらに関する企業技術を論じた記事を掲載すること
といたしました．また，分析機器や分析手法の利用・応用にお
ける注意事項，前処理や操作上のコツなども盛り込んだ紹介記
事を歓迎いたします．これらの記事を技術紹介集として，『ぶ
んせき』誌ホームページ内に蓄積することで，様々な分野にお
ける研究者や技術者に有用な情報を発信でき，分析化学の発展
に貢献できるものと期待しております．分析機器や分析手法の
開発・応用に従事されている多くの皆様方からのご投稿をお待
ちしております．

記
1． 記事の題目：「技術紹介」
2． 対象：以下のような分析機器，分析手法に関する紹介・解

説記事
  1）分析機器の特徴や性能および機器開発に関わる技術，
2）分析手法の特徴および手法開発に関わる技術，3）分析
機器および分析手法の応用例，4）分析に必要となる試薬や
水および雰囲気などに関する情報・解説，5）前処理や試料
の取扱い等に関する情報・解説・注意事項，6）その他，分
析機器の性能を十分に引き出すために有用な情報など

3． 新規性：本記事の内容に関しては，新規性は一切問いませ
ん．新規の装置や技術である必要はなく，既存の装置や技
術に関わるもので構いません．また，社会的要求が高い
テーマや関連技術については，データや知見の追加などに
より繰り返し紹介していただいても構いません．

4． お問い合わせ先：日本分析化学会『ぶんせき』編集委員会
〔E-mail：bunseki@jsac.or.jp〕

　

「分析化学」の掲載料についてのお知らせ

「分析化学」誌では，2020 年 4 月より論文掲載料を以下の計
算式にしたがってお支払いいただき，pdf ファイルを進呈する
ことにいたしました．なお，論文の別刷を希望される場合は，
別途別刷頒布料金をお支払いいただくことにより購入すること
ができます．

掲載料金計算式（P：印刷ページ数）（単位：円）
　会 員の場合：30,000＋5,000×（P－4）（印刷ページ数が 14

ページ以上は一律 80,000 円）
　会 員外の場合：40,000＋5,000×（P－4）（印刷ページ数が

14 ページ以上は一律 90,000 円）
＊上記に消費税がかかります．
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原子スペクトル分析

各種水銀測定装置
日本インスツルメンツ㈱
電話072-694-5195    営業グループ
https://www.hg-nic.co.jp 

分子スペクトル分析

FTIR用アクセサリーの輸入・製造の総合会社
市販品から特注まであらゆるニーズに対応
㈱システムズエンジニアリング
https://www.systems-eng.co.jp/
E-mail: info＠systems-eng.co.jp
紫外可視近赤外分光光度計 UH4150 AD+
高感度分光蛍光光度計　F-7100
㈱日立ハイテクサイエンス
https://www.hitachi-hightech.com/hhs/
E-mail: hhs-info.fy.ml＠hitachi-hightech.com
フーリエ変換赤外分光光度計　FT/IR-4X
リサーチグレードでありながら，ダウンサイジングを追求
日本分光㈱  電話 042-646-4111（代）
https://www.jasco.co.jp

レーザー分光分析

レーザーアブレーション  LIBS 装置  J200
伯東㈱システムプロダクツカンパニー
電話 03-3355-7645    https://www.g5-hakuto.jp 
E-mail: info＠g5-hakuto.jp

NMR・ESR・磁気分析

NMR スぺクトル解析ソフトウェア Mnova
㈱リアクト 担当：化学事業部 梅本
電話 045-567-6633
E-mail: umemoto＠react-corp.com 
https://www.react-corp.com/

クロマトグラフィー

ナノカラムからセミ分取カラムまで，豊富なサイズ
逆相 HPLC 用カラム  L-column シリーズ
GC 用大口径中空カラム  G-column
一般財団法人化学物質評価研究機構 クロマト技術部
www.cerij.or.jp    E-mail: chromato＠ceri.jp
UV吸収のない化合物までしっかりフラクション
UVとELSDを内蔵した一体型ダブルトリガー分取装置
日本ビュッヒ㈱　電話 03-3821-4777
https://www.buchi.com/ja

高速液体クロマトグラフ Chromaster 
5610 質量検出器（MS Detector）
㈱日立ハイテクサイエンス
https://www.hitachi-hightech.com/hhs/
E-mail: hhs-info.fy.ml＠hitachi-hightech.com
ムロマックミニカラム  精度の高いクロマトグラフィー
ムロマックガラスカラム  イオン交換反応を可視化
室町ケミカル㈱　電話 03-3525-4792
https://www.muro-chem.co.jp/

電気化学分析

電位差自動滴定装置 カールフィッシャー水分計
最大5検体同時測定，FDA Par11対応，DI 対策も安心
メトロームジャパン㈱  電話 03-4571-1743
https://www.metrohm.jp

質量分析

MALDI-TOF(/TOF)，ESI-QTOF，FT-ICR，
LC-MS/MS，GC-MS/MS
ブルカージャパン㈱ ダルトニクス事業部
電話 045-440-0471
E-mail: info.BDAL.JP＠bruker.com

熱分析

小型反応熱量計 SuperCRC
少量で高感度・高精度な反応熱量測定を実現
最適化・スケールアップ・安全性評価
㈱東京インスツルメンツ
電話 03-3686-4711    https://www.tokyoinst.co.jp

分析装置・関連機器

ユニット機器型フローインジェクション分析システム
AQLAー700
測定項目やご使用環境にあわせて機器の組合せが可能
㈱アクアラボ  電話 042-548-2878 
http://www.aqualab.co.jp
XRF分析用ガラスビードの作製及びICP分析のアルカリ融
解処理には，高周波溶融装置ビード＆フューズサンプラ
㈱アメナテック
http://www.amena.co.jp
英国エレメンタルマイクロアナリシス社製 CHNOS 
有機・無機・同位体微量分析用 消耗品・標準物質等
アルファ サイエンス㈱ http://www.alphascience.jp/ 
電話 03-3814-1374    FAX 03-3814-2357
E-mail: alpha＠m2.pbc.ne.jp
モジュール式ラマンシステム RAMANーQE
高感度の小型ファイバ分光器，励起用レーザ，各種ラマ
ンプローブを組み合わせたコンパクトなシステムです。
励起レーザ選択や光学系のカスタマイズもご相談ください。
オーシャンフォトニクス㈱  https://www.oceanphotonics.com
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電位差自動滴定装置・カールフィッシャー水分計・密
度比重計・屈折計・粘度計・水銀測定装置・熱計測機
器・大気分析装置・水質分析装置・排ガス分析装置
京都電子工業㈱   東京支店 03-5227-3151 
https://www.kem.kyoto/
オンライン・プロセス分析計
滴定・水分・イオンクロマト・近赤外・VA/CVS
メトロームジャパン㈱　※デモ機あります。
https://www.metrohm.jp
秒速粉砕機　マルチビーズショッカー®
ディスポ容器で岩石・樹脂・生体等の凍結粉砕も可能。
分析感度UP，時間短縮，経費節減に貢献。
安井器械㈱  商品開発部  http://www.yasuikikai.co.jp/

研究室用設備機器

グローブボックスシステム MBRAUN 社製
有機溶媒精製装置 MBRAUN 社製
㈱ブライト 本社 048-450-5770  大阪 072-861-0881
https://www.bright-jp.com  E-mail: info＠bright-jp.com

試薬・標準試料

認証標準物質（CRM），HPLC・LC/MS 関連
超高純度試薬（Ultrapur，Primepure®）
関東化学㈱   電話 03-6214-1090 
https://www.kanto.co.jp
研究・産業用の金属/合金/ポリマー/ガラス等 8 万点
取扱サプライヤー
GOODFELLOW CAMBRIDGE LTD 日本代表事務所
電話 03-5579-9285  E-mail: info-jp＠goodfellow.com 
https://www.goodfellow-japan.jp
X 線回折実験等に使える『高度精製タンパク質試料』
グルコースイソメラーゼ，αアミラーゼほか
㈱コンフォーカルサイエンス  電話 03-3864-6606
http://www.confsci.co.jp
信頼性確保に重要な認証標準物質（CRM） 
標準物質のご用命は
シグマアルドリッチジャパン（同）
テクニカルサービス　電話 03-4531-1140 
E-mail: jpts＠merckgroup.com
標準物質は当社にお任せください！
海外（NIST，IRMM，BAS，MBH，Brammer，Alcoa 等）
国内（日本分析化学会，産総研，日環協等）
各種標準物質を幅広く，また，分析関連消耗品も各種取り
扱っております。是非，ご相談ください！
西進商事㈱ https://www.seishin-syoji.co.jp

RESEARCH POLYMERS
㈱ゼネラル サイエンス コーポレーション
電話 03-5927-8356(代)  FAX 03-5927-8357
https://www.shibayama.co.jp
E-mail: gsc＠shibayama.co.jp
お求めの混合標準液を混合成分から検索できる！
農薬・動物用医薬品 混合標準液検索
WEBページで「和光　農薬　検索」で検索！
試薬でお困りの際は当社HPをご覧ください。
富士フイルム和光純薬㈱

薄層クロマトグラフィー（TLC）のリーディングカン
パニーとして最高レベルの品質と豊富な担体・サイ
ズ・支持体のプレートをご用意しています。
メルク㈱ テクニカルサービス
電話 03-4531-1140  E-mail: jpts＠merckgroup.com

書　籍

Pythonで始める
機器分析データの解析とケモメトリックス
森田成昭 著 A5判 216頁 定価3,300円（税込）
㈱オーム社　https://www.ohmsha.co.jp
基本分析化学 ―イオン平衡から機器分析法まで―
北条正司，一色健司 編著
B5判 260頁 定価3,520 円（税込）
三共出版㈱   電話 03-3264-5711
https://www.sankyoshuppan.co.jp/
Primary大学テキスト これだけはおさえたい化学 改訂版
大野公一・村田滋・齊藤幸一　他著
B５判 248頁 フルカラー 定価2,530円（税込）
大学初年次での化学を想定。高校の復習から大学で必要な知識へのテキスト。
実教出版㈱ 電話03-3238-7766  https://www.jikkyo.co.jp/

Pyrolysis-GC/MS Data Book of Synthetic Polymers
合成高分子の熱分解 GC/MS ハンドブック
Tsuge，Ohtani，Watanabe 著 定価31,900 円（税込）
163 種の合成高分子の熱分解 GC/MS，また 33 種の縮合系
高分子には反応熱分解 GC/MS も測定したデータ集。
㈱ディジタルデータマネジメント  電話 03-5641-1771

TOF-SIMS: Surface Analysis by Mass Spectrometry 
John C. Vickerman and David Briggs 著 B5･定価51,700 円（税込)
二次イオン質量分析法の装置と試料の取扱い，二次イオン
形成のメカニズム，データ解析アプリケーション例など
㈱ディジタルデータマネジメント  電話 03-5641-1771
Surface Analysis by Auger and X Ray Photoelectron Spectroscopy
David Briggs and John T. Grant 著 B5･定価51,700 円（税込）
表面分析に欠かせない AES と XPS 法の原理，装置，試料の扱い，
電子移動と表面感度，数量化，イメージング，スペクトルの解釈な
ど｡（SurfaceSpectra，Ltd.）
㈱ディジタルデータマネジメント  電話 03-5641-1771

改訂６版 分析化学データブック
日本分析化学会編 ポケット判 260頁 定価1,980 円(税込）
丸善出版㈱   電話 03-3512-3256
https://www.maruzen-publishing.co.jp

不確かさセミナー

演習中心で解り易いと評判の「不確かさ」セミナー
開催中！
日本電気計器検定所（JEMIC）電話 03-3451-1205
https://www.jemic.go.jp  
E-Mail: kosyukai-tky@jemic.go.jp

「本ガイド欄」の掲載については下記にご連絡ください。
㈱明報社
電話 03-3546-1337 FAX 03-3546-6306

E-mail: info＠meihosha.co.jp



監修：公益社団法人日本分析化学会
［一般］  35,000円（税別）
［（公社）日本分析化学会会員］
　　　  30,000円（税別）

監修：公益社団法人日本分析化学会

（公社）日本分析化学会 DVD係

［一般］  35,000円（税別）
［（公社）日本分析化学会会員］
　　　  30,000円（税別）
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大阪支店／
〒573-0094 大阪府枚方市南中振1-16-27
TEL: 072-835-1881　FAX: 072-835-1880

東京本社／
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-14-10
TEL: 03-3666-2561　FAX: 03-3666-2658http://www.stjapan.co.jp

輸入総販売元

ESIイオン源一体型
マイクロチップ・キャピラリ電気泳動装置

ZipChipTM

ZipChipTMの特徴
●迅速な分析時間（ほとんどの分析時間は２～３分）
●高感度・高安定のナノレベルスプレー
●少ない試料消費（ピコグラム～ナノグラム）
●オンラインの脱塩により、サンプル調製が最小限

アプリ別に便利な分析キットが用意されています。
●ペプチド用　　●インタクトタンパク質用
●ネイティブタンパク質用　
●代謝物（アミノ酸）用　　●オリゴ核酸用

下記メーカーの質量分析計でご使用いただけます。
●ThermoFisher Scientifi c社
●Bruker社　　●SCIEX社　
（対応モデル名・型式につきましては別途ご照会ください。）

ZipChipTMプラットフォームは、キャピラリ電気泳動（CE）とエ
レクトロスプレーイオン化（ESI）を一つのマイクロ流体チップ
に統合し質量分析を行うシステムです。

広範囲の生体試料の調製、分離、イオン化を迅速に行い試料
を質量分析計へ直接導入可能です。

CE/ESIチップはユニット内にクリップで装着するだけです。
分析時間は通常３分程度で完了し、ほとんどのLCよりも短時
間でより良い分離品質を得ることができます。

シンプルなワークフローと複数のキットオプションにより、
多数のバイオセラピー、メタボローム、およびプロテオミクスの
アプリケーションをサポートします。

お使いのMSが高速CE-ESI/MSになります！

測定例

データ提供 : 株式会社プレッパーズ（浜松医科大学）高橋豊先生

オリゴ核酸のほぼ前処理不要・迅速分析（校正用試薬 12,20,30merの分析）

測定時間は約4分。
イオン対試薬不要。

オリゴ核酸は(U)HPLCの金
属配管などに吸着し易いた
め、核酸医薬品の分析には
バイオイナートな(U)HPLC
が用いられますが、ZipChip
ではそのような配慮は一切
不要であり、簡便で迅速な
分析が可能です。




